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A 警告 I まをのために 


巧り扱い上のごを意 


八ツテ y — ビデオライト 

取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 


ソニー製品は安全に充分配慮して詰:計されています。しかし、まちがった使いかたをすると、火災な 
どにより人身事故になることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• ままのためのミ主意事項を巧る 

•が障した5巧わずに、ソニーの相談な□に柏誘ずる 

•万一、異甫び起をた6 

変な音やにおい、煙び出た I 。 電源を切る 

場合は © ソ ニ -の相談窓□に相談する 


HVL-20DMA 

© 2005 Sony Corporation Printed in Japan 


A 警告 


電気製品は安全のためのを意事項を守 5 ないと、火災や人身事故になることび 
おります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の取り扱いかたをおしていま 
す。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあ 
とは、いつでも見 5 れるところに必ず保管してください。 


主な特長 

•スイッチの切り換えで、 widow )、 2巧に 0 W ) の使い分けが可能 
• ビデオカメラとは別電源のため、ビデオカ;><ラの長時間録画が可能 
•バッテ1」一にやさしい過放電防止機能付さ 
• 1」チウムイオンバッテ U —仕様 
• =脚に取り付けて使用可能（本体下部ネジ巧使巧） 

•ビデオカメラの： E 脚用ネジに取り付けて使用可能 
•バッテ U —残量表示機能イ寸さ 


薑ち表示の意ほ 

取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理解してか6本文をお読み 
<ださし、。 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や大けびな 
ど人身事故の原因となります。 

A 、十*] この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけびをした 
/!\ り周辺の家財に損書を与えたりすることがあります。 


A 警告 


ミ主意を促す記号 


行為を禁止する記号 


火災 感電 


0 ® ® 

禁止 接触禁止 分辭禁止 


A 警告 

A\ 

火が 感電 


下記のを意事頃を守5ないと、 

义災.感電により死亡ゃ大けびの原因となり 

ます。 


点灯したままが置しない 

火災の原因となります。使用しないと 
きは必ず POWER スイッチを rOFF 」 
にして < ださし、。 

パッテリーを巧り付けたまま 
ケースに収納しない 

万一誤ってスイッチが rxu または 
rx 2 j になると、発煙、発乂の原因と 
なることびあります。 


0 

禁止 


0 

禁止 


点な中と消な直をのランプにさ 
わ6ない 

ランプおよびその周辺は非萬に高湿に 
なるのでやけどの恐れびありまず。ラ 
ンプの交換传収納は充分に冷えてから 
行ってください。 


接触禁止 


指定ながのランプは使用しない 

火災の原因となります。 


0 


放熱孔をふさがない 

內部の湿度げ上びり、火災や故障の原 
因となります。 


0 

禁止 


紙や巧などの燃えやずいちのを 
近付けない 

火災の原因となります。 


0 

禁止 


湿気やほこ日のをい場所では® 
わない 

感電や火災の原因となることびありま 
す。 


0 

禁止 


アルコールやベンジン等揮発性、^ 
引义性の高い委品を巧付けた日ラ 
イトのおくに置いたりしない 


発乂、発煙の恐れびあります。 


分照や K 造をしない 

火災や感電の原因となります。 

内部の点検などはソニーの相談窓□に 分解禁止 
ご相談ください。 




ミ主ま I 下記のま意事項を守 S ないと、けむ t をしたり周辺 
^~^の家財に損害を与えたりすることびあります。 


熟<なつたガラスに水などをかけ 
ない 

破損し、けびをすることびあ D ます。 


0 

禁止 


点な中はランプを直ち見ない ^ 

強力な光は目を痛める恐れがありま 
す。 禁止 


リチウムイオン電池は、 U サイクルでさます。不要になったリチウムイオン電 
池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って U サイクル協力店へ 
し i-ion お持ち < ださい。 


•バッテ U - は NP - FM 50/ QM 71 D / QM 91 D をご使用ください。 

•バッテリー NP - FM 50 では、 1 灯 （10 W ) のみのご使用となります。2灯に 0 W ) をご使用になるとき 
は、 NP - QM 71 D / QM 91 D をご用意ください。 

•バッテリー l \ lP - FM 30 は、ご使用できません。_ 

き;豆ので、守青 

点打中と消 I 灯直後の前面部(ガラスやランプ）は、非常に高い温度になりまずので巧分ご ミ 主意くだ 
さい。 


•放熱孔をふさびないでください。內部の温度が上びり、火災や事故、故障の原因となります。 
•使用しないときは必ず POWER スイッチを切ってください。 

•保護カバーをはずしたままでランプを点灯しないでください。 

•点灯中にビデオライトにショックを与えないでください。ランプげ切れたり寿命げ短くなったりす 
ることがあります。 

•過放電防止機能により、ある一定の電圧までさびるとビデオライトげ突然消えることびありますが、 
故障ではありません。 

電源を切り、バッテ U —を巧充電するか、別の充電されたバッテ U —をご使用ください。 

• AC アダプターで充電中、機種によっては使用可能時間び「一一時間一一分」と出たり、表示され 
ない場合がありますげ故障ではありません。 

•バッテリーは、必ず POWER スイッチを切ってから交換してくださし、。 

•熱いガラスに水がかかると破損することびあり危険です。 

•点灯中はランプを直接見ないよラにしてください。強力な光は目を痛めるおそれがあります。 
•アルコールやベンジンなど揮発性-引火性の高い薬品を近づけたり、ビデオライトの近くに置かな 
いで<ださい。発火、発煙のおそれびあります。 

•内部に液体をこぼしたり、燃え令すいものや金属類を落とさないでください。そのまま使巧すると、 
火災や事故、故障の原因となります。 

•使用中、保管中にかかわらず次のよラな場所には置かないでください。故障や、変形の原因となり 
ふ5^ 〇 

-炎天下や夏場の窓を閉めきった自動車内のよラに異常に高温になる所。 

■直射日光の当たる場所、熱器具の近く。 

-激しい振動のある場所。 

•寒いところでは、バッテ U - を使用できる時間が短くなります。温度が低い （1 日でし U 下)と、バッ 
テ U —の性能が低下するためです。より長い時間ご使用になるために、次のことをおすすめします。 

-バッテ U —をポケットなどに入れてあたたかくしておき、撮影の直前にビデオライトに取り付け 
る。カイ□をお使いになる場合は、直接バッテ U —に輔れないよラに、ご注意ください。 

-充電は室温 （10 〜30。0で、 AC アダプターに取り付けて行ってください。 

使い終わった6 

• POWER スイッチを必ず rOFFJ にしてください。 

• 巧分にをめていることを確認してか 5 収納してください。 


使用しないときやケースなどに収納するときには、必ずバッテリーをはずしてください。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際、お買い上げ店でお受け取りくださ 
い。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管してください。 

.保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴービス 
調テげ悪いとをはまずチェックを 
この説明書をもラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いとさは 
ソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場含は、ご要望により有料修理させていただきます。ご相談になると 
さは次のことをお知らせください。 

• 型名： HVL -20 DMA • 故障の状態：できるだけ詳しく 

• お買い上げ曰 


III よくあるお問い合れせ、瞬み方ミ去などはホームページをごま用ください。 http :// www . sonv . co . jp/support 


巧し、方 
相談を口 

フ1」 ー ダイかル . 01 20-333-020 

携帯電話’ PHS ’一部の IP 電話‘ 04 白巨- 31 - 吕已 11 

核理 
相談窓口 

フ1」ーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話’ PHS ’一部の IP 電話’ 0466 -3 1 -吕已 31 
量-リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 

1靖扱説脚 


左記番号へ接続を、最巧の 
ガイダンスび流れている間に 

r 400 J +「甘 J 

を押してください。直接、 
担当窓口へおつなぞしまず。 


FAX 供出 
0120 - 333-389 
夏巧時問 

9 : 00 - 20:00 
±•日-お曰： 
9 : 00 - 17:00 


ソニー株式会社 干 1 08-0075 東京都港区港南 1 -7- 1 


充電式電池の回収-リサイクルおよび U サイクル協力店については、 


http://www.sony.co.jp/ 


有限責任中間法人 J 巨 RC ホームページ 

httD ：// www . ibrc . net / hp / contents / index.htmt を参照してください。 


この説明書は、古紙70%政上のち生紙と、 
W か : W V 0 C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを賴してし、ます。 


































ビデオライトを巧ラ 

POWER スイッチび rOFF」 になっていることを®認してください。 

1 巧電したバッテリーを、バッテリー取り付け面に合わせて取り付ける。 



2 ライト固定つまみをゆるめる。 


ライト固定つまみ 



3 アクセサリーシューにビデオライトを取り付け、ライト固定つまみを締める。 



ア クセサ U - シューアダプターを 使ラ場合 

ビデオライトをアクセサ U —シューアダプターに取り付ける際は、ビデオライトの POWER スイッ 
チび 「OF 円の状態で行ってください。 

HVL-20DM はアクティブインターフエースシューのな t 茲 Saceshoe には対応しておりません。 

ご使用の場合は下図のようにアクセヴI」ーシューアダフターをお使いください。 

1ビデオカメラの兰脚ネジ巧にアクセヴ1」ーシューアダフターを取り付ける。 

矢印の方向に回して、しっかり締めます。 



2ビデオライトを取り付ける。 

発光部を前にして、アクセサ U —シューアダプターにしっかりと差し込みます。 
アクセヴ U —シューアダプターのビデオライト取り付け部は回転可能です。 
ビデオライトを希望する方向へ向けてください。 

ライト固定つまみを矢印の方向に回して締める。 



取りはずずとを 

1 ビデオライトの POWER スイッチを rOFF」 にする。 

2ライト固定つまみをゆるめ、ライト固定つまみ部分を押してアクセサリーシューアダプター 
よりとりはずす。 

3 アクセヴ U — シュー アダプターをビデオカメラよりはずす。 

ご ミ 主意 

•ビデオライトび差し込めないときは、固定つまみを止まるまで回してか6、再度差し込んでく 
ださい。 

• ビデオライトを逆に差し込まないよラ、差し込み方向を示す矢印の方向を確認してから取り付 
けて < ださし、。 


4 緑色のボタンを押しなが目スイッチをスライドさせ、 POWER ス 
イッチをレ1」 (10 W ) またはレ2」 (20 W ) に合わせる。 

ビデオライトび点灯しまず。 



バッテリーの残量表示について 

• バッテ U —のおおよその残量を表おします。 

• バッテ U —の種類によっては、残量表示が異なる場含びあります。 

• POWER スイッチを 「x1」 または rx2J にしたとき、バッテ U —チェックのため約2秒間点滅しま 
す。 

。@ (3 灯）約70%於上 
に灯）約70%〜30% 

(1 灯）約30%〜日％ 

。:3 (点滅）約5%未満 


ビデオライトのお手入れ 

時々、柔らかい巧でから拭きしてください。巧れびひどいときは、中性洗剤溶液を少しふくませた巧 
でないてから、もラー度か b 拭をしてください。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上 
げをいためますので使わないで<ださい。 

ごま意 

•戶 0WER スイッチを 「OFF」 にし、バッテリーを取りはずしてから、カバーを開けてください。 

• ランプが点灯中は、保護カバーは高温になっています。カバーげ冷えてから開けてください。 

• 点灯中に切れたランプは高温になっています。ランプが冷えてか b 交換してください。 

•新しいランプは直接手で触れずに、乾いた巧などでくるんで取り付けてください。ランプの表面 
に指紋やちれび付いたときは、されいにおきとってください。ランプの寿命び短くなる原因にな 
0ます。 

• 新しいランプに差し換えるとさは、巧に向けてまっすぐに差し込んでください。 


ビデオライトをはずす 

ライト固定つまみをゆるめる。 ビデオライトの上手な当てかた 


八’ッテリーをはずず 

1 緑色のボタンを押しなが目スイッチをスライドさせ、 rOFFJ にずる。 



きれいな色でくっきりした画像を撮るには、明るい照明が必要です。 

• 自然な光と影びあることで立体感がでます。 

•室内照明が堂光打の場合、画像にちらつきびでることびあります。ビデオライトを併用するとちら 
つきび消え、比較的されいな画像になります。 

被写体へのビデオライトの当てかた 

逆光の場合、ビデオライトを併用すると、被写体の大切なポイント〔人物の顔など）び暗くなりませ 
ん。屋が撮影では、ビデオカメラを太陽に向けないよラにします。 


2 巨 ATT ボタンをスライドさせ、バッテリーを矢印の方向にず5してはずず。 



電源についてのごま意 

ビデオライトに取り付けたバッテ U —で、ビデオカメラを動作させることはでさません。 
ビデオカメラを動作させるとさは、ビデオカメラにち電源を取り付けてください。 

ビデオライトについてのごま意 

•バッテ U-NP-FM50 では、1灯しか使えません。 

•2 灯使用可能なバッテ U-NP-QM71D/QM91D も、バッテ U— 鶏量び充分でないと1巧のみの点 
灯となります。 


ランプを交換ずるには 

交換用ランプはソニー八□ゲンランプ XB-20DX をお使いくださし、。 

1 本体の上下を巧さえて、巧護カバーをはずず。 



2 ランプの根元をもって、新しいランプと差し換える。 



主な仕様 

電源 

DC 7.2V 

消費電力 

10W/20W 切換式 

最大光度 

1灯 (10W) :約4日 Ocd 


2口 (20W) :約8日 Ocd 

照射方向 

水平 

照射角度 

約2目度 

連続照射時間 



バッテリー 

1な時 (10W) 

2灯時 （20W) 

NP-QM71D 

9日分 

4己分 

NP-QM91D 

1己日分 

6己分 


(上記はそれぞれのバッテリーび充分に巧電されている場合の、おおよその時間を示しています。） 
撮影距離 



1灯時 (10W) 

2灯時 （20W) 

約*! m 

400ルクス 

8日0ルクス 

約3 m 

40ルクス 

80ルクス 

約5 m 

1日ルクス 

30ルクス 

約8 m 

4.己ルクス 

9ルクス 

約10 m 

3ルクス 

6ルクス 


色温度 3,000 °K 

平均ランプ寿命約100時間 

最大が形寸法 約48 X 11日 X 64 mm (幅/高さ/奥行を） 

* 突起物含まず 

質量 約1日 6g 

*バッテ U —含まず 

*アクセヴ U — シューアダプター 含まず 

同栖物 ビデオライト （HVL-20DM)(1) 

アクセヴ U —シューアダプター （1) 

印刷物一式 

別売アクセサ U — 

交換巧八□ゲンランプ 
XB-20DX 

HVL-20DMA は、 HVL-20DM とアクセヴ U —シューアダプターの総称です。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 


3 保護カパーをはめる。 

















































































































































































